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画像認識技術の医療への応用 

野里 博和 （産業技術総合研究所 人工知能研究センター）

 
近年、医療分野の IT化により、膨大な診療データが日々取得されているが、蓄積されたデータを解析し、医師や

患者が利用できる情報に変換して活用する診断は実現できていない。質の高い医療は医師の経験と知識に依存す

るところが大きいため、蓄積されたデータを活かした診断支援により経験や知識を補うことで、医療の質の向上

に貢献することが期待できる。 

現在、人工知能技術が再注目され、機械学習を中心に膨大な情報の中から有用な情報を抽出する技術の実用化が

進み、囲碁や将棋から顔認識や運転アシストまで幅広い分野での活用事例が報告されている。医療分野において

も人工知能技術への期待は高く、診療・治療支援に加え、ゲノム医療から医薬品開発に至るまで、関係するほと

んどの領域において人工知能技術を活用した取り組みが開始されている。画像診断領域においては、日本病理学

会が病理組織デジタル画像の収集基盤を構築し、人工知能を活用した病理診断ツールを開発する研究事業を開始

するなど、学会を中心とした画像データベース構築も行われ、多くの研究開発が行われている。 

そこで本発表では、産総研人工知能研究センターで取り組んでいる医療分野での人工知能技術の応用研究事例を

中心に画像認識技術の医療への応用について概観し、今後、人工知能技術によってどのような発展が期待できる

かについて紹介する。産総研では、蓄積された診断済みの画像データを人工知能技術で学習することで、学習に

基づいた識別基準を構築し、診断支援する技術の研究開発を行っている。産総研独自の画像認識技術に基づい

て、病理検査、超音波検査、内視鏡検査、 MRI検査などの検査画像の幾何学的な性質を表す特徴量の抽出と解析

により、病変の重症度や部位の自動検出を行っている。
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医学医療における AI 応用 

AI applications in healthcare 
Takeshi Imai*1 , Kouji Kozaki*2 , Yosky Kataoka*3 , 

Satoshi Kume*3 , Hirokazu Nosato*4 , Taishiro Kishimoto*5 
*1 Center for Disease Biology and Integrative Medicine, Graduate School of Medicine, The University of Tokyo,

*2 The Institute of Scientific and Industrial Research, Osaka University,
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*4 Artificial Intelligence Research Center, National Institute of Advanced Industrial Science and Technology,
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The research on applying AI techniques to medicine has a long history from 1960s or 1970s. Recently, with the 
rapid growth of AI techniques, it becomes more important to grasp a big picture view of trends in this 
interdisciplinary research field. In this organized session, we introduce some recent researches on AI applications 
in healthcare, in cooperation with Japan Society for Artificial Intelligence. Firstly Kataoka and Kume present their 
researches on fatigue research platform and how music improves subjective feelings leading to cardiac autonomic 
nervous modulation. Secondary, Nosato makes a speech about their researches on clinical decision support using 
image recognition. Thirdly, Kishimoto presents the research project for developing objective measures using 
computational psychiatry technology. Lastly, Imai introduces several research topics presented at MEDINFO2017 
this year, regarding AI applications in healthcare. 
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